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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たち
にどう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでもさ
まざまなニュースを紹介しています。

シティライフNEWS　で検索

ラグビーワールドカップ2019 警備にご協力を
【 交通規制 】

● 市道高松線（御崎町2交差点から小松通3交差点）
東行 ： 自転車レーンの車線規制　駐停車禁止
西行 ： 駐停車禁止

御崎町2・吉田町2・スタジアム前
各交差点での右折レーン閉鎖

● スタジアム西側道路
南行 ： チームバス到着時車両進入禁止　駐停車禁止
北行 ： 駐停車禁止

● 御崎公園東側街区
退場時のみ車両進入禁止

協力：兵庫県警察

　9月20日から11月2日までの期間、全国12都市12会場でラグビーワールドカップが開催
され、神戸市でも神戸市御崎公園球技場（ノエビアスタジアム神戸）において試合が
行われる。
　来場者や会場周辺の安全を確保するため、「会場での手荷物検査」「駅等におけ
る警戒警備の強化」など、警備を強化している。
　会場、会場周辺及び公共交通機関等、人が多数集まる場所において、不審者、不審物
を発見した場合は、警察に通報を。
　また、試合開催日（9/26・9/30・10/3・10/8）の4日間は、会場周辺で交通規制が行われ
る。会場周辺へ向かう場合は、公共交通機関を利用しよう。

シンガーソングライターとしての魂、
オリジナルアルバムを発表できた喜び
　
　2005年からの10年間は、C型肝炎や硬
膜下血腫で生死をさまよう大手術を受ける
など、大病との闘いが続いたBOROさん。
2015年の復活後は、カバーアルバム2枚を
発表。「でも僕はシンガーソングライターな
ので、いつかはオリジナルアルバムを出した
いと、ずっと願っていました」と語る。その想
いが実り、この8月1日に「RISING!」を発表。
　「実は40年前の8月1日に『大阪で生まれ
た女』は発売されたんです。当時、プロ
デュースしていただいた内田裕也さん、そ
してこの曲を歌ってくれた萩原健一さんが、
アルバムのレコーディング中（2019年3月）に

相次いで亡くなられました。産みの苦しみ
が続いていた中、40周年を祝ってもらいた
かった二人が天国から、〝がんばれよ!〟と
応援してくれているような気がして、魂を込
めて作ることができました」とBOROさん。

自分の人生は自分が書いたシナリオ
そう思えば、色んなことを受け入れられる
　
　今回のアルバムは全12曲。編集部が聴
かせてもらって気に入ったのが04.SCE-
NARIOと、11.Song Song Song-砂時計-
の2曲だと伝えるとBOROさんはとても喜ん
でくれた。「『SCENARIO（シナリオ）』は昨
年の高校野球で旋風を巻き起こした金足
農ナインに感動して書いた曲。高校野球は

よくシナリオのないドラマと言われますが、僕
はそう思わなかった。彼らが勝ち得た勝利、
そして全力をかけて闘った末に負けたこと
も、『ボクが書いたシナリオ』なんだと。これ
はすべての人に言えることで、いろんな成
功も、失敗も自分の人生は自分が書いたシ
ナリオなんだと、受け入れることができれば、
前を向いて力強く歩いていけるはずです。
そして『Song Song Song-砂時計-』は、長
く生きていると、人間不信に陥ることがあり
ます。僕も60歳を過ぎて、人間関係で悩ん
だ時期がありました。僕は伊丹市出身で、
甲山と六甲山を眺めながら育ちました。今
は神戸市北区に住んでいますが、ある日、
甲山が見える道を車で走っていると、澄ん
だ青空から、突然やさしいこの歌が舞い降

りてきたんです。心がスーッと楽になり、いろ
んなわだかまりを許すことができました」。
　そして、9月にはアルバム発売を記念して、
梅田でインストアLIVEも開催。「ぜひ一度、
BOROの生歌を聴きに来てください。ここか
ら、また新たな陽が昇る、まさに『RISING!』
なBOROを見ていただけるはずです」。

デビュー40周年を記念してオリジナルアルバム「RISING!」を発売
9月8日（日）には梅田でインストアLIVEも開催

BORO、人生の歌をシャウト
1979年、内田裕也氏のプロデュースによる「都会千夜一夜」でデビューし、同年発売さ
れた「大阪で生まれた女」が大ヒット。以来、数々のアーティストに楽曲を提供してきたシン
ガーソングライターのBOROさんがこの8月に10年ぶりのオリジナルアルバムを発表。
2005年頃から約10年の闘病生活からの完全復活。今の想いをうかがった。

23th Album
「RISING!」
（ライジング）

BORO40周年記念 ニューアルバム
「RISING!」リリースイベント
2019年9月8日（日） 開場:15時半　開演:16時
タワーレコード梅田NU茶屋町店イベントスペース
大阪市北区茶屋町10-12 NU chayamachi 6F
アコースティックミニライブ（観覧無料）、
CD購入の方にはサイン色紙お渡し&握手会

BORO（ボロ）/1954年生まれ、兵庫県伊丹市出身。1991年、筋ジストロフィ
ーの少女・絢佳ちゃんと出会い「AYAKA基金」を設立。募金を国に寄託し、難
病支援、研究推進を訴え続けている。2019年、デビュー40周年を迎えた。

ビアバーのIN THA DOOR BREWING 
（イン ザ ドア ブリューイング）

有機農法で野菜を作っているナチュラリズムファーム      

[税込価格] 3,240円
（税抜:3,000円）
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中市立野田小学校に貼り出さ
れたパニック映画のような「防災
訓練」の告知ポスター。災害現

場を再現し、ゲーム感覚で楽しみながら防
災を学べる参加型の「体感型防災アトラク
ション」のポスターだ。野田校区では毎年
「野田校区自治協議会」の主催により、防
災設備が整った野田中央公園で防災訓
練が行われていた。しかし、200人以上の参
加者が集まるも大半が高齢者。地域コミュ
ニティ活性化が目的でもある防災訓練に、
若い世代も参加して欲しいというのが自治
協議会の願いだった。
　そこで、役員の一人が体験して面白か
ったという「株式会社フラップゼロα」による 

豊
西宮でも開催「体感型防災アトラクション」

防災アトラクションの実施を依頼。開催日
は大雨だったにも関わらず、親子連れや
友達同士、孫を連れたお爺さん、他学区
からの見学者など続 と々会場に現れ、計
400名の参加となった。
　アトラクション前に防災知識のクイズが
行われたが「参加者があまりに知識がな
さすぎてスタッフの方が驚いてました」と会
長は苦笑した。そしてついにアトラクション
へ。「巨大地震発生、災害現場から脱出
するまでに残り時間わずか」という設定で
スタート。巨大スクリーンでの臨場感あふ
れる映像演出。会場に響くカウントダウンに
焦らされながら、4つのミッションをグループ
で協力しあってクリアしていく。その際に災

害時に必要なアイテムの知識がつき、現
場からの脱出・安全確保を目指す事で、自
助、共助の大切さを体感する。
　最後に「ふり返りシート」で復習するのだ
が、災害を体感したことで本当に必要な
物が頭に入っていたらしい。「知識を得た
だけじゃなく、意識が変わりました。市や誰
かがやってくれる、ではなく自分でやらなけ
れば」と役員たちは決意する。さっそく運
営委員で町の防災を見直し、避難場所を
誰が見てもわかるように誘導する「防災マ
ップ」の掲示板を各ポイントに立てることが
決まった。防災意識の向上と地域コミュニ
ティ活性にもつながった。
　8月末に西宮市主催で西宮市役所にて

「大雨洪水」をテーマにしたアトラクション
が開催される。西宮市での開催は今回で
3回目。「株式会社フラップゼロα」の統括
プロデューサー松田さんは「西宮市は風
水害が続いていたので何度も要望を受け
ております。2016年に3つの台風が上陸し
た北海道からの要望もありました。『大雨
洪水』には『巨大地震』とはまた違う知識
が必要なので、たくさんの方に知っていた
だきたいです」と話す。

野球を楽しんで各地区でも同窓会として
盛り上がってほしい」と話す。
　16回目となる今年の大会キャッチフレ
ーズは「あの日の9回裏のその先がある」。
11月8日（金）に前夜祭、9日（土）と10日
（日）に試合が行われる。

スターズ甲子園」は別名「秋
の甲子園」ともいわれ、元高
校硬式野球部関係者（部員、

監督、部長、コーチ、マネージャーのOB・
OG）で、高校の野球部に一時期でも在
籍したことのある者のみ出場資格が与え
られる大会である。全国で200万人いると
推計される元高校球児が、各地域での
OB・OG野球クラブの活性化、生涯スポ
ーツとしての野球文化の発展、熟年（マ
スターズ）世代はもちろん、現役の高校球
児や若い世代への応援メッセージの発信
などを行っている。

永遠の高校球児たちへ
マスターズ甲子園

「マ

第101回全国高校野球選手権大会は今年も熱戦が繰り広げられ、令和初の夏の甲子園の幕が
下りた。皆さんは秋に甲子園球場で行われる”もうひとつの甲子園”があるのをご存知だろうか。

歴代の大会ポスター。

昨年の開会式の様子。

　ベンチ登録者は選手、監督、部長、コ
ーチ、代表者、マネージャーを含めて最
大50名までで、登録者は全員が試合に
出場することができる。試合は9イニング、
もしくは1時間30分打ち切りで延長戦は
行わない。3回までを34歳以下のチーム
で行い、4回以降は35歳以上のチームで
行う。投手は全て2イニング以内の登板と
するなど、19歳から80歳を超える幅広い
年代や性別の選手が出場するため、ル
ールや試合方法にマスターズ甲子園独
自の規定が設定されている。

　真剣勝負でありながら、多様性を認め
て楽しみながら勝負するのがマスターズ
流。そして、高校時代は行くことができな
かった夢の舞台・甲子園球場に母校の
ユニホームを身に着けて共に出場する父
と息子、全国制覇してもなお、またあの聖
地を目指す選手たち…など、様々なストー
リーが。
　今年は大阪のPL学園が地方大会に
出場して話題となった。甲子園に高校1
年の夏から5季連続出場、通算20勝を挙
げ、プロ野球・読売ジャイアンツでも活躍
した桑田真澄さん（51）がマウンドに上が
っている。現在硬式野球部は休部中だ
が、春夏連覇を含め春3回、夏4回の優
勝を誇る超名門校・PL学園がマスターズ
甲子園で復活となるか、注目だ。
　第1回大会（2004年）の開催当時、各
地区の予選大会参加校は4県82校だっ
たが、昨年の第15回大会には16都道府
県305校の参加となった。マスターズ甲子
園実行委員会の長ケ原誠 委員長は「目
指せ甲子園！という思いは何歳になっても
変わらない。終わらないんですね。生涯、

秋の甲子園でも毎年熱い戦いが繰り広げられている。

宮商店街の一角にある「IN 
THA DOOR BREWING」
（神戸市中央区琴ノ緒町

3-3-26-1F）。2015年に地元神戸に根付い
たビールを作りたいとの想いでスタートした
地ビールの醸造所だ。六甲布引の水を
100％使用して作るビールで翌2016年に
FARMERS MARKET（地産地消をテ
ーマに毎週土曜日、東遊園地で開催する
青空市場）に参加。ここで同じ志をもつ生
産者とのつながりが生まれ、現在では大麦
やホップ、旬のフレーバーに使う副材料も
一部神戸産だ。
　そして2018年には神戸の生産者と
「KOBE LOCAL BEER PROJECT」
を立ち上げた。資源を無駄なく利用し、地
元生産者と醸造所の互いの利益を考え

二

資源を無駄にしない
地ビールでシティサーキュレーション

る、理想的な循環を目指している。
　麦汁の原材料である大麦やホップは、
有機農法で野菜を作っているナチュラリ
ズムファーム（神戸市西区）のもの。
FARMERS MARKETで出会い、栽培
を請け負った生産者だ。期間限定のスペ
シャルビアに使う果物や野菜などの副材
料も地元産。さらに彼らが目指しているの
は、シティサーキュレーション（都市型循
環）による地元生産者との共生だ。
　醸造後、大量に出る麦芽カスを何とか
活用したいと考えていた時、グラノーラ専
門店である「一粒万倍グラノーラ」（神戸
市中央区下山手通3-3-1）からこの麦芽を
使えないかという申し出があった。廃棄モ
ルトを焼き上げ乾燥させることで独特の匂
いを消して香ばしさを出し、栄養価の高い

ビアモルトグラノーラとして商品化にするこ
とができた。またIN THA DOOR BREW-
INGの店舗メニューでもこのグラノーラを
使ったサラダを提供している。
　さらに余った麦芽カスはナチュラリズム
ファームに戻し、麦畑の肥料として活用。
良質な土づくりに役立て、またそこで大麦
を育てる。資源を無駄に廃棄したくないと
いう考えのもと、更に利益を生み出す好ま
しい循環が生まれているのだ。
　ローカルエリアでの循環は、単に輸送
費の削減にもなるが、鮮度面でも有利だ。

獲れたてのホップは、通常真空パックに
入れ冷凍保存して輸送するが、ここでは
生のフレッシュホップを使用することがで
きる。
　更に顔が見えることで、良質なものを
届けたいという気持ちと責任感が生まれ、
コミュニケーションによって問題点を逆に
強みにする共生関係を生み出している。

（都市型循環）

「一粒万倍グ
ラノーラ」のグ
ラノーラを使っ
たメニュー、ロ
ーカルベジシー
ザーサラダ


